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目的 肺遠隔転移切除後の予後に関わる因子を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

肺遠隔転移切除患者 328 例 
原発巣の手術から肺転移の手術までの期間 36 月以下、と、多発病巣

が悪い予後因子であり、この 2 つがない完全切除患者の 5 年生存率は

29％、どちらか１つ：20％、両方ある場合：7％、不完全切除：0％
だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

結論 

原発巣の手術から肺転移の手術までの期間と転移の個数が切除患者

の選別の際の簡単で有効な因子である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
原発巣の手術から肺転移の手術までの期間が重要であることを示し

た貴重な論文である。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 




